
【 投薬 】 

 

１０ アルツハイマー型認知症の病名と脳血管障害（脳梗塞後遺症、多発性 

脳梗塞等）の病名とが併存している場合におけるアリセプト内服薬

（錠・ドライシロップ・ゼリー等）の投与について 

 

《平成２９年９月２５日》 

 

○ 取扱い 

 

  アルツハイマー型認知症の病名と脳血管障害（脳梗塞後遺症、多発性脳梗

塞等）の病名とが併存している場合におけるアリセプト内服薬の投与は、原

則として認める。 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

 認知症疾患治療ガイドライン 2010（日本神経学会監修）において、アルツ

ハイマー型認知症（ＡＤ）が脳血管障害と共通の危険因子を有することや、病

理学的にも、特に高齢者ではアルツハイマー型認知症の病理所見と脳血管障

害が重なる病態が多く認められるとされている。 

 また、近年では、血管性認知症（ＶａＤ）の疾病概念が変更され、「脳血管

障害を有するアルツハイマー型認知症（ＡＤ）」あるいは「混合型認知症」と

いう概念が広まっている。 

 以上のことから、アルツハイマー型認知症の病名と脳血管障害（脳梗塞後遺

症、多発性脳梗塞等）の病名とが併存している場合におけるアリセプト内服薬

の投与については、原則認められると判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


